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は
じ
め
て
一
般
会
計
で
一
○
○
億
円
を
超
え
ま
し
た

平
成
四
年
度
の
市
の
予
算
が
決
ま
り
ま
し
た
。
一
般
会
計
が
一
○
’
’
億
三
、

六
○
○
万
円
、
伸
び
率
一
○
・
七
パ
ー
セ
ン
ト
と
、
は
じ
め
て
一
○
○
億
円
を

超
え
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
特
別
会
計
や
企
業
会
計
を
含
め
た
合
計
で
も
、
’
五

四
億
九
、
八
○
’
万
四
千
円
、
伸
び
率
一
一
・
五
パ
ー
セ
ン
ト
と
い
う
積
極
的

な
予
算
編
成
と
な
り
ま
し
た
。
（
表
一
か
ら
三
を
参
照
く
だ
さ
い
）

こ
の
一
年
間
、
市
が
ど
ん
な
仕
事
を
す
る
の
か
。
ま
ち
が
ど
う
変
わ
っ
て
い

く
の
か
。
す
べ
て
こ
の
予
算
に
盛
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
予
算
こ
そ
、
私
た
ち

市
民
生
活
の
毎
日
の
暮
ら
し
に
密
着
し
て
い
る
の
で
す
。

こ
の
予
算
の
あ
ら
ま
し
や
大
久
保
市
長
、
石
井
教
育
長
の
予
算
の
編
成
方
針

な
ど
を
二
、
三
ぺ
ｌ
ジ
で
紹
介
し
ま
す
。
さ
ら
に
、
四
ペ
ー
ジ
か
ら
七
ぺ
ｌ
ジ

で
は
、
そ
の
具
体
的
な
仕
事
を
進
め
る
七
人
の
部
長
が
、
主
な
事
業
と
そ
の
予

算
額
を
紹
介
し
ま
す
。 蟇
ら

市民のみなさんの日常生活に

関連する仕事を中心に考え，こ

の予算を作りました。また，県

道高萩・大子線が国道461号(日

光・高萩線）になり，まちづく

りも，いよいよこれからです。

高萩市長

大久保清

や弱f

（
）

ま
ち
の
基
盤
づ
く
り
を
最
優
先

私
は
市
政
を
担
当
し
て
三
年
目
を

迎
え
ま
す
が
、
〃
生
活
の
安
定
と
福
祉

の
向
上
〃
を
め
ざ
し
、
地
域
社
会
づ

く
り
と
活
力
の
あ
る
ま
ち
の
基
盤
づ

く
り
を
、
最
優
先
に
取
り
組
ん
で
き

ま
し
た
。

こ
の
た
め
、
平
成
四
年
度
の
予
算

編
成
に
は
、
市
民
の
み
な
さ
ん
に
も

参
加
し
て
い
た
だ
い
て
つ
く
っ
た
、

第
二
次
基
本
計
画
を
中
心
に
、
二
一

世
紀
を
展
望
し
た
「
海
と
緑
を
生
か

し
た
産
業
・
文
化
都
市
」
を
め
ざ
し

た
ま
ち
づ
く
り
が
で
き
る
よ
う
に
努

め
ま
し
た
。

予
算
の
編
成
に
あ
た
っ
て
は
、
積

極
的
に
主
要
財
源
な
ど
の
確
保
と
重

点
的
・
効
率
的
配
分
に
力
を
入
れ
ま

し
た
。

調
話
の
と
れ
た
地
域
振
興
策

人
口
五
万
人
の
ま
ち
づ
く
り
の
た

着
し
た
予
算

め
に
は
、
生
活
に
関
連
し
た
住
宅
団

地
や
新
た
な
就
労
の
場
を
確
保
す
る

工
業
団
地
の
造
成
な
ど
の
計
画
が
必

要
で
す
。
こ
の
た
め
、
み
な
さ
ん
の

要
望
に
応
え
た
調
和
の
と
れ
た
地
域

振
興
策
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

な
お
、
高
浜
・
有
明
海
岸
整
備
と

高
戸
マ
リ
ー
ナ
の
建
設
、
山
間
地
域

の
振
興
の
た
め
の
県
道
高
萩
・
塙
線
の

整
備
、
国
道
に
昇
格
し
た
高
萩
・
大
子

線
の
整
備
を
引
き
続
き
促
進
し
て
い

き
ま
す
。

ま
た
、
小
山
ダ
ム
の
建
設
に
伴
い
、

横
川
地
区
か
ら
強
い
要
請
の
あ
っ
た

活
性
化
対
策
に
つ
い
て
は
、
ダ
ム
の

湖
面
を
含
め
た
地
域
整
備
計
画
を
進

め
て
い
き
ま
す
。
そ
し
て
、
現
在
、

進
め
ら
れ
て
い
る
公
共
下
水
道
事
業

や
土
地
区
画
整
理
事
業
な
ど
も
引
き

続
き
整
備
し
て
い
き
ま
す
。
さ
ら
に
、

農
業
振
興
の
た
め
土
地
基
盤
の
整
備

も
推
進
し
ま
す
。

『ｰ.

市
民
一
人
当
た
り
で

〆” 鷺… ： 、 ≦ ＃ 〆、

市民一人当たりの市税

121泡g7"
"①市民税 § ゞ〆60,773円

ョ §鯨|職黒黒7日）

h
.

市民二人当たし）に

使われるお金。 §

289，676円
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※なお， 人口は3月1日現在の35,336人で計算しました。
※(表1）の会計別の予算額では，一般会計と特別会計，企業会計の3つの予算と構成比, {lliび率が載っています
計の構成と予算額が大きいため，市民一人当たりに換算した(表3)がありますので， あわせてご覧ください。
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予算のあらま心

松
岡
城
跡
周
辺
整
備

新
た
な
施
策
と
し
て
は
、
歴
史
的

な
景
観
の
あ
る
松
岡
に
松
岡
城
跡
周

辺
整
備
を
行
い
ま
す
。
市
民
の
み
な

さ
ん
が
誇
れ
る
産
業
・
文
化
都
市
の

創
出
に
力
を
お
き
、
教
育
や
文
化
・

ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
整
備
な
ど
を
行
い

ま
す
。
特
に
施
設
の
少
な
い
松
岡
地

区
（
小
島
団
地
周
辺
）
に
昨
年
か
ら

引
き
続
き
雇
用
促
進
事
業
団
と
共
同

施
行
に
よ
る
勤
労
者
体
育
施
設
を
完

成
さ
せ
ま
す
。

ま
た
、
生
涯
学
習
の
基
本
構
想
づ

く
り
と
情
報
化
シ
ス
テ
ム
の
導
入
、

そ
し
て
、
一
人
ぐ
ら
し
の
お
年
寄
り

の
み
な
さ
ん
の
た
め
の
緊
急
通
報
シ

ス
テ
ム
な
ど
も
導
入
し
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
、
み
な
さ
ん
か
ら
ま

ち
づ
く
り
の
提
言
を
い
た
だ
き
な
が

ら
、
飛
躍
の
年
と
な
る
よ
う
に
頑
張

っ
て
い
き
ま
す
。

会計別の予算額 (表1）

難溌溌蕊
弓 色唾溌

裁』

翁識 予; :』算額
構成比(％）伸び率(％）譲与鳥鐵蕊蕊跡

154億9,801万4千円
100.0 11.5

ふ八
傘孟

恥じ、 額

1021F3,600万円
66. 0 10，7

今
云般 計

15億5,010万円
10.0 2.3

同民健康保険

事 業
特

別 22億4,085万円
14.5 29．1

老人保健事業
会
計
企
業
会
計

41E2,500万円
2.7 15．5

町西側
整理

水道

上地区画

事業

事業

滅滅

幼
稚
園
で
二
年
保
育
を
実
施

市
長
の
基
本
方
針
を
踏
ま
え
な
が

ら
、
特
に
〃
心
身
と
も
に
健
康
な
人

づ
く
り
〃
と
、
〃
情
報
化
社
会
、
生
涯

学
習
社
会
に
あ
っ
た
諸
条
件
の
整

備
″
を
柱
と
し
た
予
算
編
成
に
心
が

け
ま
し
た
。

ま
ず
、
人
生
八
十
年
時
代
に
生
き

る
生
涯
の
基
礎
と
な
る
幼
児
教
育
の

ノ

81E9,118万8千円
5.8 0．9

11E5,487万6千円
1.0 3．2

[業用水道事業

はじめて一般会計が100億円を超えて，

伸び率も10.7パーセントとなりました。こ

れは，花貢衛生センターの建て替をはじめ，

し尿や下水道，消防などの仕事に取り組む

ため負担をしたためです。また，土地開発

基金や地域福祉基金などを設けたことなど

によります。

一般会計予算の構成 （表2）

102億3,600万円

ー

生
涯
学
習
活
動
の
推
進

充
実
を
め
ざ
し
ま
す
。
各
幼
稚
園
で

は
、
四
歳
児
を
加
え
た
二
年
保
育
と
、

専
任
の
園
長
を
置
き
ま
し
た
。
幼
児

に
い
っ
そ
う
豊
か
な
心
を
育
て
、
保

護
者
の
み
な
さ
ん
と
も
十
分
か
か
わ

り
を
も
ち
な
が
ら
、
健
や
か
な
成
長

を
期
待
し
ま
す
。

ま
た
、
急
速
な
変
化
を
み
せ
る
社

高齢化や情報化，国際化の時

代を迎えて，これからますます

生涯学習が大切です。幼児から

お年寄りまで，心豊かな人づく

りを心がけていきます。

高萩市教育長

石井満

会
に
対
応
し
て
、
各
中
学
校
へ
の
パ

ソ
コ
ン
教
室
の
整
備
を
継
続
し
て
い

き
ま
す
。
さ
ら
に
、
生
涯
学
習
活
動

の
推
進
の
た
め
、
〃
情
報
提
供
シ
ス
テ

ム
（
パ
ソ
コ
ン
通
信
）
〃
を
設
置
し
、

い
つ
で
も
、
中
央
か
ら
の
適
切
な
情

報
を
得
て
、
活
動
が
で
き
る
よ
う
に

し
ま
す
。
あ
わ
せ
て
、
生
涯
学
習
推

進
の
た
め
の
組
織
や
体
制
の
整
備
に

つ
い
て
も
引
き
続
き
検
討
を
進
め
、

今
年
度
中
に
基
本
構
想
が
で
き
る

よ
う
に
と
考
え
て
い
ま
す
。
な
お
、

市
民
の
み
な
さ
ん
が
よ
り
快
適
な

な
か
で
、
い
ろ
い
ろ
な
学
習
活
動

が
進
め
ら
れ
る
よ
う
に
継
続
し
て
秋

山
中
学
校
の
改
築
を
は
じ
め
、
中
央

公
民
館
や
各
施
設
の
補
修
、
整
備
に

つ
い
て
も
努
力
を
し
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
国
際
理
解
や
交
流
に
つ
い

て
も
、
引
き
続
き
力
を
入
れ
て
い
き

ま
す
。
、

ー

議会費･商工費･労働費ほか

教育費

44,Z16円

その他

26．387円

衛生費

21，143円

農林水産業費

20，411円

公債費

29,650円

I
一般会計は，市の中心部分をまかなう仕事です。特別会計は， 3つの特定事業を，そして

企業会計は，独立採算制で2つの事業をしています。
③
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前
の
ペ
ー
ジ
で
市
長
と
教
育
長
の
基

本
的
な
考
え
方
な
ど
を
紹
介
し
ま
し
た
。

そ
の
中
心
に
な
っ
て
い
る
の
は
、
〃
海

と
緑
を
生
か
し
た
産
業
・
文
化
都
市
″

づ
く
り
で
す
。

今
年
度
の
仕
事
を
進
め
る
う
え
で
、

第
二
次
基
本
計
画
に
盛
ら
れ
た
施
策
の

大
綱
を
実
現
す
る
た
め
に
、
次
の
七
つ

の
柱
に
基
づ
い
て
実
施
し
ま
す
。

○
土
地
利
用
と
水
資
源

○
都
市
発
展
の
基
礎
づ
く
り

○
人
間
優
先
の
生
活
環
境
づ
く
り

○
心
豊
か
な
人
づ
く
り

○
健
康
で
や
す
ら
か
な

地
域
社
会
づ
く
り

○
活
力
あ
る
市
民
生
活
を
つ
く
り
出
す

産
業
づ
く
り

○
ま
ち
づ
く
り
を
支
え
る

行
財
政
の
実
現

そ
こ
で
、
こ
れ
ら
の
仕
事
を
具
体
的

に
進
め
て
い
く
七
人
の
部
長
に
、
四
ペ

ー
ジ
か
ら
七
ペ
ー
ジ
ま
で
に
わ
た
っ
て
、

そ
の
主
な
事
業
と
予
算
額
な
ど
に
つ
い

て
紹
介
し
て
も
ら
い
ま
す
。

（
）
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日
ご
ろ
市
の
経
済
や
社
会
福
祉
、
文
化
な

ど
全
般
に
わ
た
り
、
市
政
の
発
展
に
寄
与
さ

れ
た
功
労
者
の
み
な
さ
ん
を
、
一
一
月
に
市

民
表
彰
し
ま
す
。

広
報
広
聴
に
つ
い
て
は
、
市
報
た
か
は
ぎ

を
毎
月
、
表
紙
・
裏
表
紙
を
二
色
印
刷
で
、

市
民
の
み
な
さ
ん
に
親
し
ま
れ
る
内
容
で
情

報
提
供
し
ま
す
。
ま
た
、
市
民
参
加
に
よ
る

ビ
デ
オ
コ
ン
ク
ー
ル
や
市
の
Ｐ
Ｒ
の
た
め
に

市
報
た
か
は
ぎ
を

毎
月
二
色
で
発
行
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市長公室長

大越 隆

山
間
地
域
を
自
然
と
共
生
し
な
が
ら
整
備

す
る
こ
と
が
大
き
な
課
題
で
す
。
当
面
は
、

山
間
地
域
の
交
通
機
関
の
確
保
の
た
め
に
代

替
え
バ
ス
を
運
行
し
ま
す
。
ま
た
、
県
道
高
萩
．

大
子
線
に
つ
い
て
は
、
国
道
昇
格
運
動
を
関
係

市
町
村
と
展
開
し
て
き
ま
し
た
が
、
こ
の
た

び
昇
格
が
決
ま
り
ま
し
た
。
引
き
続
き
整
備

の
促
進
を
働
き
か
け
て
行
き
ま
す
。

広
報
ビ
デ
オ
の
作
成
を
し
ま
す
。
さ
ら
に
、

市
政
モ
ニ
タ
ー
を
委
嘱
し
て
市
民
の
み
な
さ

ん
の
声
を
市
政
に
反
映
し
て
い
き
ま
す
。

市
民
憲
章
推
進
協
議
会
に
お
い
て
は
、
市

民
参
加
を
い
た
だ
き
市
民
憲
章
に
そ
う
ま
ち

づ
く
り
運
動
を
展
開
し
て
い
き
ま
す
。
民
間

交
通
指
導
貝
に
よ
る
立
哨
や
交
通
安
全
教
室

等
を
通
じ
、
交
通
事
故
防
止
と
交
通
安
全
思

想
の
高
揚
と
普
及
に
努
め
ま
す
。

ま
た
、
行
政
へ
の
需
要
が
多
様
化
し
て
い

ま
す
の
で
、
円
滑
な
事
務
事
業
を
推
進
す
る

た
め
職
員
の
研
修
を
実
施
し
て
、
資
質
の
向

上
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

将
来
の
都
市
づ
く
り
と
し
て
高
萩
丘
陵
新

都
市
整
備
構
想
の
実
現
の
た
め
の
基
本
計
画

を
地
域
振
興
整
備
公
団
や
県
、
市
と
で
作
成

※

す
る
と
と
も
に
、
電
脳
リ
ゾ
ー
ト
構
想
に
つ

い
て
も
調
査
を
し
て
い
き
ま
す
。

小
山
ダ
ム
周
辺
環
境
整
備
に
つ
い
て
も
、

基
本
計
画
の
策
定
や
開
発
方
策
に
つ
い
て
検

討
し
、
山
間
地
域
の
整
備
に
つ
い
て
一
歩
前

進
さ
せ
て
い
き
ま
す
。

山
間
地
域
の
整
備
に
つ
い
て

国
道
昇
格
が
決
ま
る

※電脳リゾート構想とは，通産省が提唱するもので，情報ネットワークを活用して
備していこうというものです。

仕事や生活， ゆとり，そして，遊びといった複合的な機能を段階的に整
④


